
Ⅰ．はじめに

　テーダマツ（��������	
� L.）は別名ロブロリーパインと呼ば

れるアメリカ南東部原産のマツ科マツ属の針葉樹で，通直な幹を

持ち，樹高３０m以上になる有用樹種である（�）。本種はショー

トリーフパイン（��������	��
�
 Mill．），ロングリーフパイン

（��������	��
��� Mill．）及びスラッシュパイン（����������	

�� 

Engelm．）と一括してサザンパインと呼ばれ，アメリカ合衆国で

はパルプ材や構造用材など様々な用途に使われている（�）。特

にテーダマツは，林木改良の対象樹種として精力的に研究が行わ

れてきた樹種であり，現在までに大幅な育種効果が報告されてき

ている（�，�）。

　一方，本種は３０～４０年前に日本に導入された経緯があるが，成

長に関する報告は若干あるものの木材性質に関する報告はほとん

どないというのが現状である（�）。本研究では，宮崎県南部に

植栽されたテーダマツの成長・木材性質を調査すると共に同所的

に生育したスギ（���������	
��
��	�
 D. Don）の成長・木材

性質と検討・比較した。

Ⅱ．試料と実験方法

　供試木は宮崎県日南市の民有林に植栽されたテーダマツ及びス

ギそれぞれ８個体である。供試木の概要を表－１に示す。

　試料は地上高４０cmの部位から成長錐で直径５mm及び１２mm

のコアサンプルを採取した。年輪幅及び密度は直径５mmのコア

サンプルを用いて測定した。仮道管長及びミクロフィブリル傾角

は直径１２mmのコアサンプルを用いてテーダマツ，スギそれぞれ

成長の良い３個体について測定した。

　年輪幅及び密度は軟X線デンシトメトリー法により測定した。

仮道管長は２年輪ごとに晩材最外部を切り出し，シュルツ氏液で

解繊後，万能投影器で５０本ずつ測定した。ミクロフィブリル傾角

は，仮道管長を測定したものと同一の試料を用い，仮道管相互壁

孔の壁孔口のスリットと仮道管の長軸が成す角を測定した。

Ⅲ．結果と考察

　１　年輪幅と材密度

　表－２及び表－３に年輪幅及び材密度の測定結果を示す。平均

年輪幅ではテーダマツの年輪幅はスギのそれより１．５倍程度大き

な値を示していた。早材幅はテーダマツのほうがやや大きな値で

あった。一方，晩材幅はスギと比較して非常に広く，その結果，

晩材率はスギの２倍近くの値を示した。テーダマツの平均材密度

は，年輪幅が広いにもかかわらずスギよりも大きな値を示してい

た。早材密度においても，テーダマツはスギよりも大きな値を示

した。一方，晩材密度においては両樹種の間に大きな差は認めら
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宮崎県日南市に植栽されたテーダマツ（��������	
����) とスギ (���������	
��
��	�
 D. Don）の肥大成長と木材性質を調査した。対象

とした個体は両樹種共に８本とした。樹齢はテーダマツが３０年生，スギは３５年生と５０年生をそれぞれ４個体とした。測定した形質は，年

輪幅，材密度，仮道管長及びミクロフィブリル傾角である。テーダマツの年輪幅はスギに比べて広く，植栽後３０年間，成長率は低下して

いなかった。テーダマツの材密度はスギのそれに比較して高かった。広い年輪幅のテーダマツが高い材密度を有するのは早材密度及び晩

材率が大きいということに起因すると考えられた。テーダマツの仮道管長はスギのそれよりも長い傾向にあった。テーダマツのミクロ

フィブリル傾角は地際では高い値で推移することが確認された。テーダマツ，スギの両樹種においても仮道管長及びミクロフィブリル傾

角に関して個体間差が大きいことが示された。

表－１．供試木の概要

樹高（m）胸高直径（cm）本数樹齢 樹種

１７．２－２０．５－２３．１２１．０－４０．０－５４．５８３０テーダマツ

１２．８－１６．５－２０．１１８．１－２６．２－３５．５４３５ス　ギ

１６．４－１８．３－２３．２１８．７－３０．９－４３．５４５０ス　ギ

胸高直径及び樹高は，最小―平均―最大を示す

速　報



れなかった。

　年輪幅と密度の関係を図－１に示す。一般に針葉樹の材密度は

年輪幅が大きくなるに従って低下することが知られている（�）。

しかしながら，テーダマツでは年輪幅が広くなっても密度が低下

する傾向は認められなかった。以上の結果から，テーダマツにお

いて年輪幅が広いにもかかわらず材密度が大きな値を示すのは，

早材密度が高いということと晩材率が高いということに由来して

いると考えられた。

　２　肥大成長

　テーダマツとスギ両樹種の肥大成長曲線を図－２に示す。S－

１，S－２，S－３をテーダマツ，C－１，C－２，C－３をスギとす

る。初期成長のステージでは，スギC－１以外の個体はほぼ同様

の成長を示していた。しかしながら，１０年目以降はスギの成長率

が低下するのに対して，テーダマツの成長率は低下せず，その結

果，植栽後３０年ではスギの半径の約２倍にも達していた。植栽後

１０年目以降のテーダマツ及びスギの成長率に差異が生じた原因と

しては，両種の樹高成長率の差異と林冠の鬱閉による肥大成長抑

制を挙げることができるだろう。すなわち，植栽後ほぼ１０年でス

ギ林冠の鬱閉が始まったとするとその段階でテーダマツの樹冠は

既にスギの樹冠の上部に達しており鬱閉による肥大成長抑制を免

れたのではないだろうか。今後，樹幹解析等によって樹高方向の

成長を解析することによってこの仮定を検証する必要があろう。

　３　仮道管長

　仮道管長の半径方向の変動を図－３に示す。テーダマツ３個体

のうち，S－３は他の２個体に比べて非常に長い仮道管長を有し

ていた。S－１と S－２はスギの２個体とほとんど変わらない仮

道管長であった。一方，スギに関してはC－１が他の２個体（C

－２，C－３）と比べて非常に短い仮道管長を有していた。以上の

結果から，仮道管長に関しては両樹種共に個体間差異は大きいも

のの，全体的にテーダマツはスギに比較してほぼ同じかやや長い

仮道管長を有することが推察された。

　４　ミクロフィブリル傾角

　ミクロフィブリル傾角の変動を図－４に示す。ミクロフィブリ

ル傾角においても仮道管長と同様に両樹種において個体間差が大

きいことが示された。特にテーダマツの S―１と S－２の２個体

では傾角が大きいまま半径方向に推移しており，他の個体（S ―

３）やスギと大きく異なる変動曲線となった。一般に胸高部位か

らの試料のミクロフィブリル傾角は髄付近で大きく，外側に向か

うにつれて小さくなっていき，安定することが知られている

（�）。一方，Megrawら（�）の報告では，テーダマツのミクロ

フィブリル傾角が２０度前後に安定するのは高１０フィート（３m）

以上の部位からであるとされている。従って，テーダマツの２個

体でみられた特異なミクロフィブリル傾角変動は，これらの試料

が地上高４０cmという地際近くから採取されたことに起因してい

ると考えられる。しかしながら，同じ地上高から採取したテーダ

マツS－３では一般的な変動傾向を示していることから，今後は

サンプル数も増やして樹高方向での変動を詳細に調べる必要があ

ると考えられる。

Ⅳ．まとめ

　テーダマツの成長と木材性質について以下のことが

示された。

①　年輪幅は広く，植栽後３０年間，成長率は低下しない。

②　年輪幅が広くなっても，材密度の低下は認められない。

③　仮道管長はスギよりも長い傾向にある。

④　ミクロフィブリル傾角は地際では高い値で推移する。

⑤　仮道管長及びミクロフィブリル傾角は個体間差が大きい。

　今後の課題を以下にまとめてみたい。①については，スギに比

較して年輪幅が広く成長率が低下しない理由を明らかにするため，

刺針法等を用いて成長期間や分裂頻度を調査する必要があるだろ

う。②については，細胞形態，特に壁厚等の観察を行うと共に対

象個体を伐倒してヤング係数や各種強度の測定を行うことなどを

検討中である。③～⑤については調査個体数を増やすとともに，
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表－２．年輪幅の測定結果

晩材率（％）晩材幅（mm）早材幅（mm）年輪（mm）樹種

４６．１（６．２）２．９（０．９）３．６（１．０）６．５（１．７）テーダマツ

２５．７（５．５）０．９（０．２）３．０（０．９）３．９（１．１）スギ（３５年生）

２６．９（４．１）０．８（０．２）２．６（０．８）３．４（１．０）スギ（５０年生）

各形質について平均値（標準偏差）を示す

表－３．材密度の測定結果

晩材密度（g ／ cm３）早材密度（g ／ cm３）材密度（g ／ cm３）樹種

０．６７８（０．０５７）０．２７３（０．０３３）０．４６１（０．０５１）テーダマツ

０．７１７（０．０６５）０．２２９（０．０５２）０．３４７（０．０６７）スギ（３５年生）

０．６３５（０．０７５）０．２１８（０．０６９）０．３２４（０．０８１）スギ（５０年生）

各形質について平均値（標準偏差）を示す

図－１．年輪幅と材密度の関係

図－２．テーダマツ及びスギの肥大成長曲線



ミクロフィブリル傾角については樹高方向に測定部位を変えて測

定することが必要であると考えられる。

　本研究を行うに当たり，南壽英彦氏，南壽敏郎氏の御協力をい

ただいた。記して篤くお礼申し上げる。
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図－３．仮道管長の半径方向の変動
S－１　y＝０．２８５Ln（x）＋２．１６９　R２＝０．９０８
S－２　y＝０．５８３Ln（x）＋１．４６７　R２＝０．５８７
S－３　y＝０．７７７Ln（x）＋１．９６２　R２＝０．８３２
C－１　y＝０．３３５Ln（x）＋１．４４９　R２＝０．６６０
C－２　y＝０．６１８Ln（x）＋１．１９０　R２＝０．９３７
C－３　y＝０．５１７Ln（x）＋１．８０５　R２＝０．８８８

図－４．ミクロフィブリル傾角の半径方向の変動
S－１　y＝１．８０１Ln（x）＋５０．２０３　R２＝０．２５９
S－２　y＝１．９７２Ln（x）＋４５．２１８　R２＝０．１３７
S－３　y＝６．６４１Ln（x）＋４２．７７１　R２＝０．７６７
C－１　y＝５．９２９Ln（x）＋５０．４９６　R２＝０．４４６
C－２　y＝７．１１０Ln（x）＋４３．３８７　R２＝０．７６５
C－３　y＝２．３１５Ln（x）＋２６．５８７　R２＝０．４０９


